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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データまたは文字データを表示可能な表示手段と、
　各種操作を行う操作手段と、
　前記表示手段を備えた第一筐体と前記操作手段を備えた第二筐体とを回転軸を中心に回
転自在に連結する回転手段と、
　前記第二筐体の前記操作手段と反対側の面に所定の付加機能を操作するための副操作手
段と、
　前記回転手段の回転角度および回転方向を検出する回転角度検出手段と、
　前記回転方向検出手段で検出された回転方向および回転角度に応じて異なる所定の機能
を設定する機能設定手段と、を備え、
　前記所定の付加機能はテレビ機能であり、
　前記操作手段と前記表示手段とが反対側の面に回転したことを検出されるとテレビモー
ドが起動し、前記機能設定手段は、回転角度および回転方向に応じて放送局が選択するよ
う設定されることを特徴とする携帯通信端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送話および受話機能を備えた携帯電話等の携帯通信端末に関するものである
。
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【背景技術】
【０００２】
　一般に、携帯電話等の携帯通信端末にあっては、本体の同一面側に操作部および表示部
が設けられており、ユーザは表示部に表示されたガイダンスに従ってコントロールキーや
テンキー等の操作キーを操作することにより、発着信、インターネット接続あるいはメー
ル送受信等の種々の操作を行うようになっている。
【０００３】
　また、近時の携帯電話にあっては、カメラ等の撮像装置を備えたものがある。このカメ
ラは携帯電話の本体に対して回転自在に設けられており、ユーザはカメラを被写体側に向
けることにより、表示部に被写体を表示して被写体を確認し、操作キーを操作して撮影を
行うようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－２８５４３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような携帯電話にあっては、コントロールキーやテンキー等の比較
的小さい面積の操作キーを操作することにより各種操作を行うようになっているため、簡
単な操作を行う場合でも、操作キーを操作しなければならず操作が面倒でるという問題が
あった。
【０００５】
　本発明は、上記従来の問題を解決するもので、簡単な操作で所定の機能を設定すること
ができる操作性の良い携帯通信端末を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の携帯通信端末は、画像データまたは文字データを表示可能な表示手段と、各種
操作を行う操作手段と、前記表示手段および前記操作手段の長手方向の回転軸を中心に前
記表示手段および前記操作手段を回転自在に連結する回転手段と、前記表示手段および前
記操作手段を前記回転手段を介して回転させたとき、その回転位置に応じて所定の機能を
設定する機能設定手段とを備えたものから構成される。
【０００７】
　このような構成により、表示手段および操作手段を把持して回転手段を介して回転する
ことにより、操作手段を操作することなく簡単な操作で所定の機能を設定することができ
、携帯通信端末の操作性を向上させることができる。
【０００８】
　また、表示手段および操作手段を回転手段を介して回転することにより、操作手段を操
作することなく簡単な操作で所定の機能を設定することができるので、表示手段および操
作手段が回転して携帯通信端末が通常と異なる状態にあるときに、所定の機能が設定され
ていることを外観から判断することができる。
【０００９】
　また、本発明の携帯通信端末は、前記表示手段および前記操作手段を備えた本体を、前
記本体の長手方向と略直交する軸に沿って少なくとも２つ以上の筐体に分割し、前記回転
手段が前記筐体を回転自在に連結するものから構成される。
【００１０】
　このような構成により、筐体を把持して回転手段を介して回転することにより、操作手
段を操作することなく簡単な操作で所定の機能を設定することができ、携帯通信端末の操
作性を向上させることができる。
【００１１】
　また、筐体を回転手段を介して回転することにより、操作手段を操作することなく簡単
な操作で所定の機能を設定することができるので、筐体が回転して携帯通信端末が通常と
異なる状態にあるときに、所定の機能が設定されていることを外観から判断することがで
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きる。
【００１２】
　また、本発明の携帯通信端末は、前記筐体は、前記表示手段を備えた表示側筐体および
前記操作手段を備えた操作側筐体から構成される。
【００１３】
　この場合、本体に対してそれぞれ大きな占有面積を有する表示手段と操作手段とを２つ
の表示側筐体および操作側筐体に分割し、回転手段を介して回転させることにより所定の
機能を設定することができるので、把持面積を大きく取ることができ、携帯通信端末の操
作性をより一層向上させることができる。
【００１４】
　また、本発明の携帯通信端末は、前記回転手段は、連結される一方の筐体に設けられた
回転軸と、他方の筐体に設けられ、前記回転軸を回転自在に支持する、または前記回転軸
に回転自在に支持される支持部とを備えたものから構成される。
【００１５】
　このような構成により、筐体を簡単な構造で回転させることができる。
【００１６】
　また、本発明の携帯通信端末は、前記回転手段の回転角度を検出する回転角度検出手段
を有し、前記機能設定手段は、前記回転角度検出手段からの検出信号に基づいて複数の機
能を設定するように構成される。
【００１７】
　このような構成により、筐体を把持して回転させたときのホームポジションからの回転
手段の回転角度を検出し、例えば、回転手段がホームポジションから１８０゜回転したと
きにキーロックまたはマナーモードを設定し、回転手段がこの位置から１８０゜回転して
ホームポジションに復帰したときにオフフック機能を設定する等を行うことにより、携帯
通信端末の機能を多段的に設定することができる。
【００１８】
　また、本発明の携帯通信端末は、前記操作側筐体に撮像装置を設けたものから構成され
る。
【００１９】
　このような構成により、撮像装置を操作側筐体に設けたので、表示側筐体を自分に向け
て撮像装置を被写体である相手側に向けることにより、表示手段を見ながら相手の位置等
を調整しつつ相手の画像を撮像することができるとともに、表示側筐体を自分に向けて撮
像装置も被写体である自分側に向けることにより、表示手段を見ながら自分の位置等を調
整しつつ自分の画像を撮像することができ、画像の撮像を簡単に行うことができる。
【００２０】
　また、操作側筐体に設けられた撮像装置を表示側筐体に対して回転させることにより撮
像装置で撮像することができるため、撮像装置を被写体側に回転させるための専用の回転
機構を設けるのを不要にできる。
【００２１】
　さらに、専用の回転機構を不要にして撮像装置を操作側筐体の背面に設けることができ
るため、撮像装置を操作側筐体の長手方向の中心軸上に設ければ、被写体と撮像装置の中
心位置を物理的に一致させることができ、撮像時に撮像装置の中心位置を被写体に合わせ
る作業を不要にできる。
【００２２】
　また、本発明の携帯通信端末は、所定の付加機能を有し、前記操作側筐体の前記操作手
段と反対側の面に前記所定の付加機能を操作する副操作手段を設け、前記機能設定手段は
、前記回転手段を介して前記操作側筐体の操作手段と前記表示側筐体の表示手段とが同一
面側に回転されると、携帯電話としての機能を設定し、前記回転手段を介して前記操作側
筐体の副操作手段と前記表示側筐体の表示手段とが同一面側に回転されると、前記所定の
付加機能を設定するものから構成される。
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【００２３】
　このような構成により、操作側筐体の操作手段と表示側筐体の表示手段とを同一面側に
回転させたときに、携帯電話としての機能を設定することにより、携帯通信端末を携帯電
話として使用し、操作側筐体の副操作手段と表示側筐体の表示手段とを同一面側に回転さ
せたときに所定の付加機能としての機能を設定することができるため、ワンタッチで携帯
電話と付加機能との切換えを行うことができる。
【発明の効果】
【００２４】
本発明は、表示手段および操作手段の長手方向の回転軸を中心に表示手段および操作手段
を回転自在に連結する回転手段と、表示手段および操作手段を回転手段を介して回転させ
たとき、その回転位置に応じて所定の機能を設定する機能設定手段とを設けることにより
、表示手段および操作手段を把持して回転手段を介して回転することにより、操作手段を
操作することなく簡単な操作で所定の機能を設定することができるという効果を有する携
帯通信端末を提供することができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
（第１の実施の形態）
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２６】
　図１乃至図２１は本発明の携帯通信端末の第１の実施の形態を示す図であり、携帯通信
端末として携帯電話を例に説明する。なお、携帯通信端末としては、携帯電話に限らず、
固定電話機、ＰＨＳ等であっても良い。
【００２７】
　まず、構成を説明する。図１、図２において、携帯通信端末としての携帯電話１の本体
は第１の筐体（表示側筐体）２および第２の筐体（操作側筐体）３から構成されており、
この第１の筐体２および第２の筐体３は本体の長手方向と略直交する軸に沿って分割され
、回転手段４によって回転自在に連結されている。
【００２８】
　第１の筐体２には表示手段としての液晶表示画面５が設けられており、この液晶表示画
面５には文字データや画像データが表示されるようになっている。また、第１の筐体２の
上方にはスピーカ７が設けられており、このスピーカ７からは音声が出力される。
【００２９】
　また、第２の筐体３には携帯電話１の各種操作を行う操作手段としての操作部６が設け
られており、この操作部６は、受信メールや新規作成メールを読み出すためのメールキー
６ａ、液晶表示画面５に表示された文字データや画像データをスクロール等するためのコ
ントロールキー６ｂ、電話帳を読み出すための電話帳キー６ｃ、オフフックや各種操作の
開始するためのオフフックキー６ｄ、オンフック時や各種操作を終了するためのオフフッ
クキー６ｅ、およびテンキー６ｆ等から構成されている。
【００３０】
　また、第２の筐体３の底面にはマイク８が設けられており、第２の筐体３の表面または
背面側からでも音声が入力可能になっている。また、第２の筐体３の背面には撮像装置と
してのカメラ２６が設けられており、このカメラ２６は第１の筐体２および第２の筐体３
の長手方向の中心軸上に設置されている。
【００３１】
　一方、図３（ａ）に示すように、回転手段４は第１の筐体２の底部（連結される一方の
筐体）に設けられた回転軸２ａおよび第２の筐体３（他方の筐体）の上部に設けられ、回
転軸２ａを回転自在に支持する溝部（支持部）３ａから構成されており、回転軸２ａが溝
部３ａ内を回転することにより、第１の筐体２と第２の筐体３は回転自在になっている。
【００３２】
　なお、回転手段としては第２の筐体３の上部に回転軸を設けるとともに第１の筐体２の
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底部に回転軸を回転自在に支持する溝部を設けた物から構成しても良い。要は、第１の筐
体２と第２の筐体３を回転自在に支持する構成を第１の筐体２と第２の筐体３に設ければ
良いのである。
【００３３】
　一方、回転軸２ａにはその円周方向に９０゜間隔で複数の端子１２が設けられていると
ともに、溝部３ａには回転軸２ａに対向して端子１１が設けられている。この端子１２の
１つはホームポジションを構成する端子が含まれており、操作部６と液晶表示画面５が同
一面上に位置するように第１の筐体２と第２の筐体が設置されたときには、ホームポジシ
ョンを構成する端子が端子１１に対向している。
【００３４】
　そして、このホームポジションから第１の筐体２が第２の筐体３に対して回転すると、
端子１２が端子１１を９０゜あるいは１８０°刻みで検出することにより、第１の筐体２
の回転角度を検出するようになっている。なお、端子１１から出力される電圧を可変する
ことにより、隣接する端子の電位差によって第１の筐体２が左右何れかの方向に回転した
かを検出可能になっている。
【００３５】
　図４は携帯電話１のシステム構成図であり、図４において、携帯電話１は、システム制
御部２１、ＲＡＭ（Random Access Memory）２２、ＲＯＭ（Read Only Memory）２３、通
信制御部２４、メモリ２５、外部メモリインターフェース３３、カメラ２６、表示部２７
、操作部６、バッテリー２９、マイク８、スピーカ７、バイブレータ３２および角度検出
手段３５から構成されている。
【００３６】
　システム制御部２１はＲＯＭ２３に格納されたプログラムに基づいて携帯電話１全体を
制御するようになっている。ＲＡＭ２２はシステム制御部２１がプログラムを実行すると
きに必要な各種データ等を記憶し、また、システム制御部２１のワークエリアを構成して
いる。
【００３７】
　通信制御部２４は相手先からの着信（着呼）を検出したり、相手先に発信（発呼）した
りするとともに、携帯電話１を通信回線３６を介して相手先の通信端末に接続するように
なっている。
【００３８】
　通信制御部２４に着信があると、スピーカ７から着信音が出力されたり、バイブレータ
３２によって携帯電話１が振動することにより、着信状態を通知するようになっており、
スピーカ７からの着信音の出力またはバイブレータ３２による振動は操作部６によって選
択されるようになっている。
【００３９】
　メモリ２５には電話帳として集めた携帯電話やメールアドレス等が記憶されるとともに
、各通信事業者が提供するインターネット接続サービスによる着メロ等の音声信号、アイ
ドル画像等の画像データ等が記憶されるようになっている。
【００４０】
　外部メモリインターフェース３３は外部メモリとして公知のメモリカード３４が脱着自
在なインターフェースとしての機能を有しており、メモリカード３４に記憶された各通信
事業者が提供するインターネット接続サービスによる着メロ等の音声信号、アイドル画像
等の画像データ等を読み込んでメモリ２５に記憶するようになっている。
【００４１】
　カメラ２６はＣＣＤカメラ等から構成されており、このカメラ２６によって撮像された
画像データは図示しないＡ／ＤコンバータによってＡ／Ｄ変換された後、メモリ２５やメ
モリカード３４に記憶されるようになっている。
【００４２】
　表示部２７は液晶表示画面５を備えており、液晶表示画面５に日時、時間、バッテリー
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の残量、圏外、圏内、待ち受け画像等を表示したり、着信やメール受信があった場合に電
話番号やメール受信通知を表示するようになっている。
【００４３】
　操作部６は上述したように各種キー６ａ乃至６ｆを備えており、オンフック、オフフッ
クを行ったり、メール文章の作成や送受信を行ったり、インターネット等に接続して画像
データや文字データのダウンロードやアップロード等を行うようになっている。
【００４４】
　バッテリー２９は携帯電話１のシステム制御部２１等の各電子機器に電源を供給するも
のであり、外部の電源から給電が可能になっている。
【００４５】
　マイク８は入力された音声を音声信号に変換して通信制御部２４を介して相手先の通信
端末に送信するようになっており、スピーカ７は通信制御部２４を介して入力した音声信
号を音声出力したり、上述したように着信音を出力するようになっている。
【００４６】
　角度検出手段３５は端子１１を含んで構成されており、回転軸２ａに設けられた端子１
２を検出して第２の筐体３に対する第１の筐体２の回転角度および回転方向を検出してシ
ステム制御部２１に信号を出力するようになっている。本実施の形態では、端子１２およ
び角度検出手段３５が回転角度検出手段を構成している。
【００４７】
　システム制御部２１は角度検出手段３５からの検出信号に基づいて各回転角度毎に所定
の機能を設定するようになっている。例えば、操作部６と液晶表示画面５が同一面上に位
置するように第１の筐体２と第２の筐体３が位置するホームポジションから、第１の筐体
２が１８０゜回転すると（すなわち、図５に示すように液晶表示画面５と操作部６が反対
側の位置になる）、ボタン操作を無効にするキーロックまたは着信音を鳴らさないマナー
モードを設定し、第１の筐体２がこの位置からさらに１８０゜回転すると（すなわち、液
晶表示画面５と操作部６が同じ側の位置になる）、オフフック機能を設定するようになっ
ている。本実施の形態では、システム制御部２１が第１の筐体２の回転位置に応じて所定
の機能を設定する機能設定手段を構成している。
【００４８】
　また、システム制御部２１は角度検出手段３５からの検出信号が入力されたときに、図
３（ｂ）に示すように第１の筐体２の回転角度を液晶表示画面５に表示するようになって
いる。
【００４９】
　なお、マイク８、システム制御部２１、メモリ２５等の携帯電話１を構成する各電子機
器は第１の筐体２と第２の筐体３内に振り分けられて設置されており、回転軸２ａと溝部
３ａに信号線を設置して信号の遣り取りを行うようになっている。
【００５０】
　次に、携帯電話１の使用方法を図６乃至図２１に基づいて説明する。
【００５１】
　まず、本実施の形態の携帯電話１は、製造メーカが軸回転による機能設定（プリセット
設定）を行った後、出荷することも可能であり、また、ユーザが軸回転による機能設定（
ユーザ設定）を随時行うことも可能である。
【００５２】
　本実施の形態では、ユーザ設定として図６のフローチャートに示すような処理を行う。
図６において、ユーザ設定は、操作部６を操作して液晶表示画面５に設定画面を表示する
（ステップＳ１）。
【００５３】
　すなわち、ステップＳ１では、図７（ａ）に示すように液晶表示画面５に「設定機能」
の画面を表示した後、コントロールキー６ｂを押下すると、図７（ｂ）に示すように設定
項目が表示される。ここで、設定項目としては、例えば、キーロック、マナーモード、音
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量調整、階層操作、メモリ保存、カメラモード、インターネット接続、メール送信等があ
る。
【００５４】
　次いで、所定の項目を設定して軸回転による機能設定を行う（ステップＳ２）。すなわ
ち、コントロールキー６ｂによって設定項目をスクロールし、例えば、図７（ｃ）に示す
ようにキーロックを選択すると、図７（ｄ）に示すようにキーロックを行うときの軸回転
の操作例が表示されるので、表示内容に従って回転方向や回転角度を入力してキーロック
時の軸回転を設定し、コントロールキー６ｂを押下して確定する（ステップＳ３）。
【００５５】
　なお、キーロックおよびその他の項目の設定としては、例えば、上述したキーロック、
マナーモード、音量調整、階層操作、メモリ保存、カメラモード、インターネット接続、
メール送信等があり、項目の設定方法は、図６で説明した手順と同じである。以下、設定
項目別の携帯電話１の機能について図８乃至図１０、図１２、図１３、図１５、図１７、
図１９、図２０のフローチャートに基づいて説明する。なお、各フローチャートはシステ
ム制御部２１が実行するものである。
（キーロック／マナーモード）
　図８において、キーロックまたはマナーモードにあっては、操作部６と液晶表示画面５
が同一面上（以下、この位置を正体という）に位置するように第１の筐体２と第２の筐体
３が位置するホームポジションから、第１の筐体２が１８０゜回転して、図５に示すよう
に液晶表示画面５と操作部６が反対側の位置（以下、この位置を逆体という）になったと
きに、キーロックまたはマナーモードに設定される。
【００５６】
　システム制御部２１は操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステッ
プＳ１１）、逆体にない場合には、キーロックまたはマナーモードを解除する（ステップ
Ｓ１２）。また、逆体にある場合にキーロックまたはマナーモードを設定する（ステップ
Ｓ１３）。次いで、着信があったか否かを判別し（ステップＳ１４）、着信があった場合
には、操作部６と液晶表示画面５が正体になったか否かを判別し（ステップＳ１５）、正
体になった場合には、キーロックまたはマナーモードを解除する（ステップＳ１６）。こ
のときにはオフフックキー６ｄを押下すれば受話を開始することができる（ステップＳ１
７）。
【００５７】
　次いで、オフフック後に操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステ
ップＳ１８）、逆体にある場合には自動的にオンフックして受話を終了した後（ステップ
Ｓ１９）、再びキーロックまたはマナーモードを設定する（ステップＳ１３）。
【００５８】
　一方、ステップＳ１４で着信がない場合には、操作部６と液晶表示画面５が正体になっ
たか否かを判別し（ステップＳ２０）、正体になった場合には、キーロックまたはマナー
モードを解除する（ステップＳ２１）。このときにはテンキー６ｆで相手先の電話番号を
入力してオフフックキー６ｄを押下したり、電話帳から相手先の電話番号を選択してオフ
フックキー６ｄを押下すれば始話を開始することができる（ステップＳ２２）。
【００５９】
　次いで、オフフック後に操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステ
ップＳ２３）、逆体にある場合には自動的にオンフックして始話を終了した後（ステップ
Ｓ２４）、再びキーロックまたはマナーモードを設定する（ステップＳ１３）。
（音量調整）
　図９において、音量調整にあっては、通話中か否かを判別し（ステップＳ３１）、
通話中である場合には、コントロールキー６ｂが押下されたか否かを判別する（ステップ
Ｓ３２）。
【００６０】
　コントロールキー６ｂが押下された場合には液晶表示画面５の回転方向を判別する（ス
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テップＳ３３）。なお、回転方向は液晶表示画面５ではなく操作部６でも良い。ステップ
Ｓ３３では液晶表示画面５が左回りに回転した場合には、１８０゜回転する度に音量を小
さくし（ステップＳ３４）、液晶表示画面５が右回りに回転した場合には１８０゜回転す
る度に音量を大きくする（ステップＳ３５）。
【００６１】
　次いで、コントロールキー６ｂが押下されたか否かを判別し（ステップＳ３６）、コン
トロールキー６ｂが押下された場合には、その回転数に応じた音量を設定する。なお、こ
こで、通話中にコントロールキー６ｂを押下することにより音量調整モードに移行するの
で、キーロック／マナーモードで説明したように、通常の会話時に操作部６と液晶表示画
面５が逆体になってオンフックされてしまうのを防止することができる。
（階層操作）
　階層操作は、上位階層から下位階層にスクロールしたり、各階層のデータを表示して各
階層のデータをスクロールする操作のことである。
【００６２】
　図１０に示すように、階層操作にあっては、メニューが選択されたか否かを判別し（ス
テップＳ４１）、電話帳等のメニューが選択された場合には液晶表示画面５の回転方向を
判別する（ステップＳ４２）。ステップＳ４２では液晶表示画面５が右回りに回転した場
合には、図１１に示すように、液晶表示画面５を４５゜回転する度に下にスクロールし（
ステップＳ４３）、液晶表示画面５が左回りに回転した場合には４５゜回転する度に上に
スクロールする（ステップＳ４４）。
【００６３】
　次いで、スクロール位置でコントロールキー６ｂが押下されたか否かを判別し（ステッ
プＳ４５）、コントロールキー６ｂが押下された場合には、そのスクロール位置で決定し
た内容を表示する。
【００６４】
　以上のことを図１２に基づいて説明する。図１２はメールの情報を取得する場合の階層
操作を示す図であり、操作部６のキー操作によりメニューを選択してメールの液晶表示画
面５を表示すると、液晶表示画面５には図１２（ａ）に示すようにメール情報が表示され
る。
【００６５】
　ここで、液晶表示画面５を４５゜毎に右回りに回転させると、上から「受信メール一覧
」「送信メール一覧」「未送信メール一覧」……の順にスクロールされる。
【００６６】
　次いで、送信メール一覧の位置でコントロールキー６ｂを押下すると、図１２（ｂ）に
示すように、液晶表示画面５に「送信ＢＯＸ」「ＥＮＤ」「戻る」が表示され、液晶表示
画面５を４５゜毎に右回りに回転させると、上から「送信ＢＯＸ」「ＥＮＤ」「戻る」の
順にスクロールされる。
【００６７】
　次いで、送信ＢＯＸの位置でコントロールキー６ｂを押下すると、図１２（ｃ）に示す
ように、下位下層の送信メールの一覧が表示されるので、液晶表示画面５を４５゜毎に右
回りあるいは左回りに回転させて、上下方向にスクロールし、所望する送信メール位置で
コントロールキー６ｂを押下すると、その内容が表示される。
（メモリ保存）
　図１３において、メモリ保存にあっては、操作部６と液晶表示画面５が正体にあるとき
に、操作部６から電話番号やメールアドレス等を入力した後、液晶表示画面５の回転方向
を判別する（ステップＳ５１）。ステップＳ５２で液晶表示画面５を右方向に１８０゜回
転させると、操作部６から入力された情報をメモリ２５やメモリカード３４に保存する（
ステップＳ５２）。
【００６８】
　また、ステップＳ５２で液晶表示画面５を左方向に１８０゜回転させると、操作部６か
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ら入力された情報をメモリ２５やメモリカード３４に保存しない（ステップＳ５３）。な
お、この保存に関しては、液晶表示画面５を回転させずに操作部６のキー操作によって保
存を行うようにしても良い。
（カメラモード）
　カメラモードには相手撮りと自分撮りの２つのモードがある。まず、相手撮りのカメラ
モードの場合には、本実施の形態ではカメラ２６が第２の筐体３に設けられていることか
ら、第１の筐体２を第２の筐体３に対して１８０゜回転させ、操作部６と液晶表示画面５
を正体にしてカメラ２６を相手に向けることにより（図１４参照）、液晶表示画面５を見
ながら相手の位置等を調整しつつ相手の画像を撮像する。なお、カメラ２６で撮像される
画像は動画または静止画であっても良いことは言うまでもない。
【００６９】
　図１５において、相手撮りは、まず、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを
判別する（ステップＳ６１）。ここで、操作部６と液晶表示画面５が正体でない場合には
、キーロックまたはマナーモードに設定し（ステップＳ６２）、操作部６と液晶表示画面
５が正体である場合には、カメラの起動スイッチがオンしたか否かを判別する（ステップ
Ｓ６３）。
【００７０】
　この起動スイッチは、例えばコントロールスイッチ６ｂまたは専用の起動スイッチであ
り、起動スイッチがオンすると、カメラモードを起動する（ステップＳ６４）。次いで、
シャッターまたはコントロールキー６ｂを押下して撮像が行われたか否かを判別し（ステ
ップＳ６５）、撮像が行われた場合には液晶表示画面５の回転方向を判別する（ステップ
Ｓ６６）。
【００７１】
　ステップＳ６６では、液晶表示画面５の回転方向が右１８０゜、すなわち、操作部６と
液晶表示画面５が逆体になった場合には画像をメモリ２５やメモリカード３４に保存する
（ステップＳ６７）。なお、画像の保存に関しては、１枚ずつ撮像・保存しても良く、複
数枚撮像した後にまとめて保存しても良い。
【００７２】
　次いで、液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ６９）、液晶表示画面５が右
方向に１８０゜回転して操作部６と液晶表示画面５が正体になった場合には、カメラモー
ドをオンにする（ステップＳ７０）。また、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転して
操作部６と液晶表示画面５が正体になった場合には、カメラモードをオフにする（ステッ
プＳ７１）。
【００７３】
　一方、ステップＳ６６で液晶表示画面５の回転方向が左１８０゜、すなわち、操作部６
と液晶表示画面５が逆体になった場合には画像を消去する（ステップＳ６８）。次いで、
液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ６９）、液晶表示画面５が右方向に１８
０゜回転して操作部６と液晶表示画面５が正体になった場合には、カメラモードをオンに
し（ステップＳ７０）、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転して操作部６と液晶表示
画面５が正体になった場合には、カメラモードをオフにする（ステップＳ７１）。
【００７４】
　すなわち、本実施の形態では、撮像後に液晶表示画面５を１８０゜毎に右方向に回転す
ると、画像の保存とカメラモードのオン動作を繰り返し、撮像後に液晶表示画面５を１８
０゜毎に左方向に回転すると、画像の消去とカメラモードのオフを行う。
【００７５】
　一方、自分撮りを行う場合には、カメラ２６が自分に向くように第１の筐体２と第２の
筐体３を回転させて逆体にして（図１６参照）、液晶表示画面５を見ながら自分の位置等
を調整しつつ自分の画像を撮像する。
【００７６】
　図１７において、自分撮りは、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるかを判別する（
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ステップ８１）。ここで、操作部６と液晶表示画面５が逆体でない場合には、カメラモー
ドをオフに設定し（ステップＳ８２）、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には
、操作部６の操作によりキーロック／マナーモードが解除されたか否かを判別する（ステ
ップＳ８３）。
【００７７】
　マナーモードが解除された場合には、カメラモードを起動した後（ステップＳ８４）、
シャッターまたはコントロールキー６ｂを押下して撮像が行われたか否かを判別する（ス
テップＳ８５）。
【００７８】
　ステップＳ８５で撮像が行われた場合には液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステッ
プＳ８６）、液晶表示画面５の回転方向が右１８０゜、すなわち、操作部６と液晶表示画
面５が正体になった場合には画像をメモリ２５やメモリカード３４に保存する（ステップ
Ｓ８７）。
【００７９】
　次いで、液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ８９）、液晶表示画面５が右
方向に１８０゜回転して操作部６と液晶表示画面５が逆体になった場合には、カメラモー
ドをオンにする（ステップＳ９０）。また、液晶表示画面５が左方向に３６０゜回転して
操作部６と液晶表示画面５が正体になった場合には、カメラモードをオフにする（ステッ
プＳ９０）。
【００８０】
　一方、ステップＳ８６で液晶表示画面５の回転方向が左１８０゜、すなわち、操作部６
と液晶表示画面５が正体になった場合には画像を消去する（ステップＳ８８）。次いで、
液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ８９）、液晶表示画面５が右方向に１８
０゜回転して操作部６と液晶表示画面５が逆体になった場合には、カメラモードをオンに
し（ステップＳ９０）、液晶表示画面５が左方向に３６０゜回転して操作部６と液晶表示
画面５が正体になった場合には、カメラモードをオフにする。
【００８１】
　すなわち、本実施の形態では、撮像後に液晶表示画面５を右方向に回転すると、画像の
保存とカメラモードのオン動作を繰り返し、撮像後に液晶表示画面５を左方向に回転する
と、画像の消去とカメラモードのオフを行う。なお、このカメラモードでは、操作部６の
操作によってカメラモードの設定、画像の保存、消去等を行うようにしても良い。
【００８２】
　また、カメラモードでは、図１８に示すように、撮像した画像データをメモリ２５やメ
モリカード３４に記憶する以外に自動的にインターネットに接続してインターネットサー
バにアップロードするようにしても良い。
【００８３】
　具体的には、ステップＳ６６やステップＳ８６の処理の前に、操作部６のコントロール
キー６ｂを操作してインターネットのＷｅｂサイトにダウンロードの開始を指示する処理
を加え、操作部６と液晶表示画面５が右方向に１８０゜回転させるとインターネットのＷ
ｅｂサイトに自動的に接続して、撮像された画像をメモリ２５やメモリカード３４に記憶
するのではなく、インターネットのＷｅｂサイトにダウンロードするようにしても良い。
【００８４】
　また、図１８に示すように、インターネットのＷｅｂサイトから画像をダウンロードし
たり、メモリ２５やメモリカード３４から画像を読み取って液晶表示画面５に表示する場
合には、操作部６のコントロールキー６ｂを操作して画像の取得を指示した後、操作部６
と液晶表示画面５を正体から右方向に１８０゜回転させると、インターネットのＷｅｂサ
イトから画像をダウンロードし、操作部６と液晶表示画面５を正体から左方向に１８０゜
回転させると、メモリ２５やメモリカード３４から画像を取得する。
（インターネット接続）
　インターネット接続にあっては、予め、ブックマークやお気に入りの形態で接続するＷ
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ｅｂサイトを１つ以上登録しておく。
【００８５】
　図１９において、インターネット接続にあっては、操作部６と液晶表示画面５が正体に
あるか否かを判別し（ステップＳ１００）、正体にない場合には、キーロックまたはマナ
ーモードを設定する（ステップＳ１０１）。
【００８６】
　また、操作部６と液晶表示画面５が正体にある場合には操作部６のキー操作によりイン
ターネット接続が指示されたか否かを判別し（ステップＳ１０２）、インターネット接続
の場合には液晶表示画面５の回転方向を判別する（ステップＳ１０３）。
【００８７】
　ここで、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転された場合にはインターネットに未接
続のままでインターネット接続を解除し（ステップＳ１０４）、液晶表示画面５が右方向
に１８０゜回転された場合には、インターネットのＷｅｂサイトに接続する（ステップＳ
１０５）。
【００８８】
　次いで、液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ１０６）、液晶表示画面５が
右方向にさらに１８０゜回転された場合には、登録された他のＷｅｂサイトに接続する。
また、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転された場合には、インターネットの接続を
解除する（ステップＳ１０４）。
【００８９】
　すなわち、本実施の形態では、液晶表示画面５を右方向に１８０゜に回転する度にブッ
クマークやお気に入りに登録されたＷｅｂサイトに順々に接続されるものである。なお、
接続順序は接続の優先度の高いＷｅｂサイトから最初に接続されるようにすることが好ま
しい。
（メール送信）
　図２０において、メール送信にあっては、操作部６と液晶表示画面５が正体にあるか否
かを判別し（ステップＳ１１１）、正体にない場合には、キーロックまたはマナーモード
を設定する（ステップＳ１１２）。
【００９０】
　また、操作部６と液晶表示画面５が正体にある場合には、メールを作成した後（ステッ
プＳ１１３）、液晶表示画面５の回転方向を判別する（ステップＳ１１４）。
【００９１】
　ここで、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転された場合には作成したメールを消去
し（ステップＳ１１６）、液晶表示画面５が右方向に１８０゜回転された場合には、メー
ルを送信する（ステップＳ１１５）。次いで、液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステ
ップＳ１１７）、液晶表示画面５が右方向にさらに１８０゜回転された場合には、待機画
面に移行し（ステップＳ１１８）、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転された場合に
は、キーロックまたはマナーモードに移行する（ステップＳ１１２）。
【００９２】
　以上が各ユーザ設定における携帯電話１の機能である。なお、ユーザ設定を行う前に製
造メーカがプリセット設定を行うことが可能であるが、そのプリセット設定として上述し
た各項目の何れか１つを行うようにすれば良い。例えば、携帯電話１で頻繁に設定される
キーロック／マナーモードをプリセット設定して出荷し、その他の設定項目をユーザ設定
することが考えられる。
【００９３】
　以上説明したように、本実施の形態では、第１の筐体２と第２の筐体３を把持して回転
手段４を介して回転することにより、操作部６を操作することなく携帯電話１の種々の機
能を設定することができ、携帯電話１の操作性を向上させることができる。
【００９４】
　また、第１の筐体２および第２の筐体３を回転手段４を介して回転することにより、操



(12) JP 4469282 B2 2010.5.26

10

20

30

40

50

作部６を操作することなく簡単な操作で所定の機能を設定することができるので、第１の
筐体２および第２の筐体３が回転して携帯電話１が図５に示すように通常と異なる状態に
あるときに、液晶表示画面５を見なくてもキーロックまたはマナーモードが設定されてい
ることを外観から判断することができる。
【００９５】
　第１の筐体２を１８０゜刻みあるいは４５゜刻みに回転させて携帯電話１の各機能に設
定しているが、３６０゜の範囲内でさらに細かく回転角度を決定してより多くの機能に設
定しても良い。
【００９６】
　また、本実施の形態では、ストレートタイプの携帯電話１を用いているので、折り畳み
式の携帯電話のように開閉動作を不要にすることができ、ワンアクションで直ちに携帯電
話を使用することができる。
【００９７】
　また、本実施の形態では、第２の筐体３に設けられたカメラ２６を第１の筐体２に対し
て回転させることによりカメラ２６で撮像することができるため、カメラ２６を被写体側
に回転させるための専用の回転機構を設けるのを不要にできる。
【００９８】
　さらに、専用の回転機構を不要にしてカメラ２６を第２の筐体３の背面に設けることが
できるため、カメラ２６を第２の筐体３の長手方向の中心軸上に設ければ、被写体とカメ
ラ２６の中心位置を物理的に一致させることができ、撮像時にカメラ２６の中心位置を被
写体に合わせる作業を不要にできる。
【００９９】
　なお、本実施の形態では、第１の筐体２および第２の筐体３を把持して回転させている
が、これに限らず、自動的に回転させても良い。この場合には、第１の筐体２および第２
の筐体３をモータ等の回転機構を介して連結し、コントロールキー６ｂ等を操作すること
により、回転機構を回転させれば良い。
【０１００】
　また、本実施の形態では、回転軸２ａと溝部３ａに信号線を設置して第１の筐体２と第
２の筐体３に設置された電子機器で信号の遣り取りを行うようになっているが、これに限
らず、図２１に示すように、第１の筐体２と第２の筐体３にそれぞれ無線で信号の遣り取
りを行うインターフェース４１、４２を設け、第１の筐体２および第２の筐体３に振り分
けられた電子機器の信号をインターフェース４１、４２を介して無線で遣り取りするよう
にしても良い。
（第２の実施の形態）
　図２２乃至図２６は本発明の携帯通信端末の第２の実施の形態を示す図であり、第１の
実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する　
　図２２、図２３は所定の付加機能として携帯電話５１にオーディオプレーヤ機能を付加
して第２の筐体５３の背面にオーディオプレーヤを操作する副操作部５４を設けたものを
示している。この副操作部５４は再生／停止／早送り／巻き戻しを指示するキー５４ａ、
音量を大にするキー５４ｂ、音量を小にするキー５４ｃを備えている。
【０１０１】
　図２４は携帯電話５１のシステム構成図であり、図２４において、付加機能６１として
オーディプレーヤ機能が付加されており、第１の筐体５２を回転させると、第１の実施の
形態と同様の角度検出手段３５によって第１の筐体５２の回転角度を検出するようになっ
ている。
【０１０２】
　次に、図２５のフローチャートに基づいてオーディオ機能を説明する。図２５において
、まず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ１２１）、
操作部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１２
２）、受話または始話を行うことができる。このときに、オーディオモードはロックされ
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る。
【０１０３】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部５４と液晶表示画面
５が正体であるので、オーディオモードに移行する（ステップＳ１２３）。このオーディ
オモードは、図２６に示すように、マイク８から入力された音声をメモリ２５やメモリカ
ード３４に記憶したり、インターネットサーバにアップロードしたりするようになってい
る。
【０１０４】
　また、オーディオモードでは、操作部６と液晶表示画面５が逆体である状態から第１の
筐体５２を３６０゜回転させると、システム制御部２１が角度検出手段３５からの検出信
号に基づいて、メモリ２５やメモリカード３４に記憶された音声をスピーカ７から出力し
たり、インターネットサーバから音声をダウンロードしてスピーカ７から出力する。なお
、音声の録音または再生時にメモリ２５、メモリカード３４、インターネットサードの切
換えに関してはコントロールキー６ｂを使用する。
【０１０５】
　また、この状態から第１の筐体５２をさらに３６０゜回転させると、システム制御部２
１が角度検出手段３５からの検出信号に基づいて、インターネットに接続してインターネ
ットサーバから音楽を視聴（再生）してスピーカ７から出力したり、あるいは、ＣＤやＤ
ＶＤ等の記録媒体に記憶された音楽をインターネットサーバやメモリ２５あるいはメモリ
カード３４に録音しても良い。
【０１０６】
　一方、オーディオモード時に着信があったか否かを判別し（ステップＳ１２４）、着信
があった場合には、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを判別する（ステップ
Ｓ１２５）。ユーザが着信を受けて操作部６と液晶表示画面５を正体に戻して電話モード
に切換えると、オーディオモードをロックして受話を行う（ステップＳ１２６）。
【０１０７】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１とオーディオプレーヤ機能
との切換えを行うことができる。
（第３の実施の形態）
　図２４、図２７乃至図２９は本発明の携帯通信端末の第３の実施の形態を示す図であり
、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。本実施の形態は
、携帯電話５１に所定の付加機能としてカメラ２６に加えてオーディオ機能を付加したも
のである。
【０１０８】
　本実施の形態では、図２７に示すように、第１の操作部６と反対側の筐体５２の面には
カメラ２６および所定の機能を操作する副操作部５５が設けられており、この副操作部５
５は再生／停止／早送り／巻き戻しを指示するキー５５ａ、音量を大にするキー５５ｂ、
音量を小にするキー５５ｃを備えている。
【０１０９】
　図２４において、付加機能６１としてオーディプレーヤ機能が付加されており、第１の
筐体５２を回転させると、第１の実施の形態と同様の角度検出手段３５によって第１の筐
体５２の回転角度を検出するようになっている。
【０１１０】
　次に、図２８のフローチャートに基づいてオーディオ機能を説明する。まず、本実施の
形態では、ユーザ設定によってカメラとオーディオ機能を設定する。このユーザ設定は、
操作部６のコントロールキー６ｂによってカメラとオーディオとを切換えるものである。
【０１１１】
　まず、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを判別し（ステップＳ１３１）、
操作部６と液晶表示画面５が正体である場合には、コントロールキー６ｂによってカメラ
切換え操作が行われたか否かを判別する（ステップＳ１３２）。ステップＳ１３２でカメ
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ラ切換え操作が行われない場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１３３）、カメラ
切換え操作が行われたときには、図２９に示す相手撮りのカメラモードに移行する（ステ
ップＳ１３３）。
【０１１２】
　この相手撮りのカメラモードでは、図２９に示すように、シャッターまたはコントロー
ルキー６ｂを押下して撮像が行われたか否かを判別し（ステップＳ１４１）、撮像が行わ
れた場合には液晶表示画面５の回転方向を判別する（ステップＳ１４２）。ステップＳ１
４２では、液晶表示画面５の回転方向が右１８０゜、すなわち、操作部６と液晶表示画面
５が逆体になった場合には画像をメモリ２５やメモリカード３４に保存する（ステップＳ
１４３）。なお、画像の保存に関しては、１枚ずつ撮像・保存しても良く、複数枚撮像し
た後にまとめて保存しても良い。
【０１１３】
　次いで、液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ１４５）、液晶表示画面５が
右方向に１８０゜回転して操作部６と液晶表示画面５が正体になった場合には、カメラモ
ードをオンにする（ステップＳ１４６）。また、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転
して操作部６と液晶表示画面５が正体になった場合には、カメラモードをオフにする（ス
テップＳ１４７）。
【０１１４】
　一方、ステップＳ１４２で液晶表示画面５の回転方向が左１８０゜、すなわち、操作部
６と液晶表示画面５が逆体になった場合には画像を消去した後（ステップＳ１４４）、ス
テップＳ１４５以降の処理を実行する。
【０１１５】
　すなわち、撮像後に液晶表示画面５を１８０゜毎に右方向に回転すると、画像の保存と
カメラモードのオン動作を繰り返し、撮像後に液晶表示画面５を１８０゜毎に左方向に回
転すると、画像の消去とカメラモードのオフを行う。
【０１１６】
　一方、ステップＳ１３１で操作部６と液晶表示画面５が正体でない場合には、副操作部
５５と液晶表示画面５が正体となる。このとき、コントロールキー６ｂによってオーディ
オ切換え操作が行われたか否かを判別し（ステップＳ１３５）、オーディオ切換え操作が
行われない場合には自分撮りのカメラモードに移行する（ステップＳ１３７）。
【０１１７】
　この自分撮りのカメラモードは図２９に示すフローチャートと同じ処理である。
この自分撮りのカメラモードでは、図２９に示すように、シャッターまたはコントロール
キー６ｂを押下して撮像が行われたか否かを判別し（ステップＳ１４１）、撮像が行われ
た場合には液晶表示画面５の回転方向を判別する（ステップＳ１４２）。ステップＳ１４
２では、液晶表示画面５の回転方向が右１８０゜、すなわち、操作部６と液晶表示画面５
が正体になった場合には画像をメモリ２５やメモリカード３４に保存する（ステップＳ１
４３）。
【０１１８】
　次いで、液晶表示画面５の回転方向を判別し（ステップＳ１４５）、液晶表示画面５が
右方向に１８０゜回転して操作部６と液晶表示画面５が逆体になった場合には、カメラモ
ードをオンにする（ステップＳ１４６）。また、液晶表示画面５が左方向に１８０゜回転
して操作部６と液晶表示画面５が逆体になった場合には、カメラモードをオフにする（ス
テップＳ１４７）。
【０１１９】
　一方、ステップＳ１４２で液晶表示画面５の回転方向が左１８０゜、すなわち、操作部
６と液晶表示画面５が正体になった場合には画像を消去した後（ステップＳ１４４）、ス
テップＳ１４５以降の処理を実行する。
【０１２０】
　すなわち、撮像後に液晶表示画面５を１８０゜毎に右方向に回転すると、画像の保存と
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カメラモードのオン動作を繰り返し、撮像後に液晶表示画面５を１８０゜毎に左方向に回
転すると、画像の消去とカメラモードのオフを行う。
【０１２１】
　一方、コントロールキー６ｂによってオーディオ切換え操作が行われた場合には、図２
６に示すものと同様にマイク８から入力された音声をメモリ２５やメモリカード３４に記
憶したり、インターネットサーバにアップロードしたりするようになっている。
【０１２２】
　また、オーディオモードでは、操作部６と液晶表示画面５が逆体である状態から第１の
筐体５２を３６０゜回転させると、システム制御部２１が角度検出手段３５からの検出信
号に基づいて、メモリ２５やメモリカード３４に記憶された音声をスピーカ７から出力し
たり、インターネットサーバから音声をダウンロードしてスピーカ７から出力する。なお
、音声の録音または再生時にメモリ２５、メモリカード３４、インターネットサードの切
換えに関してはコントロールキー６ｂを使用する。
【０１２３】
　また、この状態から第１の筐体５２をさらに３６０゜回転させると、システム制御部２
１が角度検出手段３５からの検出信号に基づいて、インターネットに接続してインターネ
ットサーバから音楽を視聴（再生）してスピーカ７から出力したり、あるいは、ＣＤやＤ
ＶＤ等の記録媒体に記憶された音楽をインターネットサーバやメモリ２５あるいはメモリ
カード３４に録音しても良い。
【０１２４】
　また、オーディオモード時に着信があった場合には、操作部６と液晶表示画面５を正体
に戻すと、電話モードに切換えられ、このときには、オーディオモードがロックされて受
話が行われる。
【０１２５】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１、カメラ、オーディオプレ
ーヤ機能との切換えを行うことができる。
（第４の実施の形態）
　図２４、図３０乃至図３２は本発明の携帯通信端末の第４の実施の形態を示す図であり
、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１２６】
　図３０は所定の付加機能として携帯電話５１にラジオ機能を付加し、第２の筐体５３の
背面にラジオを操作する副操作部５６を設けたものを示している。この副操作部５６はチ
ューニング用の回動キー５６ａ、音量を調節する回動キー５６ｂを備えている。
【０１２７】
　図２４は携帯電話５１のシステム構成図であり、図２４において、付加機能６１として
ラジオ機能が付加されており、第１の筐体５２を回転させると、第１の実施の形態と同様
の角度検出手段３５によって第１の筐体５２の回転角度を検出するようになっている。
【０１２８】
　次に、図３１のフローチャートに基づいてラジオ機能を説明する。図３１において、ま
ず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ１５１）、操作
部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１５２）
、受話または始話を行うことができる。このときに、ラジオモードはロックされる。
【０１２９】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部５６と液晶表示画面
５が正体であるので、ラジオモードに移行する（ステップＳ１５３）。このラジオモード
は、図３２に示すようにラジオ放送を受信してスピーカ７から音声を出力する。
【０１３０】
　また、第１の筐体５２をさらに３６０゜回転させたときに、システム制御部２１が角度
検出手段３５からの検出信号に基づいてメモリ２５やメモリカード３４にラジオ放送を録
音したり、自動的にインターネットに接続してインターネットサーバにラジオ放送を録音
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する。また、回動キー５６ｂを操作することによって音量調節を行ったり、回動キー５６
ａによってラジオ局を選択する。
【０１３１】
　また、音量を調節する回動キー５６ｂを廃止しても良い。この場合には、チューニング
を行う回動キー５６ａが残るため、回動キー５６ａを押下した後、液晶表示画面５を右方
向に４５゜ずつ回転させる毎に音量を大きくし、液晶表示画面５を左方向に４５゜ずつ回
転させる毎に音量を小さくする。
【０１３２】
　また、チューニングを行う回動キー５６ａを廃止しても良い。この場合には、音量を調
節する回動キー５６ｂが残るため、回動キー５６ｂを１秒間以上押下した後、液晶表示画
面５を右方向に４５゜ずつ回転させる毎に受信周波数が大きくなるラジオ局を選択し、液
晶表示画面５を左方向に４５゜ずつ回転させる毎に受信周波数が小さくなるラジオ局を選
択する。
【０１３３】
　また、ラジオモード時に着信があったか否かを判別し（ステップＳ１５４）、着信があ
った場合には、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを判別する（ステップＳ１
５５）。ユーザが着信を受けて操作部６と液晶表示画面５を正体に戻して電話モードに切
換えると、ラジオモードをロックして受話を行う（ステップＳ１５６）。
【０１３４】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１とラジオ機能との切換えを
行うことができる。
（第５の実施の形態）
　図２４、図３３乃至図３５は本発明の携帯通信端末の第５の実施の形態を示す図であり
、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１３５】
　図３３は所定の付加機能として携帯電話５１にテレビ機能を付加し、第２の筐体５３の
背面にテレビを操作する副操作部５７を設けたものを示している。この副操作部５７は選
局用のキー５７ａ、音量を大にするキー５７ｂ、音量を小にするキー５７ｃを備えている
。
【０１３６】
　図２４は携帯電話５１のシステム構成図であり、図２４において、付加機能６１として
オーディプレーヤ機能が付加されており、第１の筐体５２を回転させると、第１の実施の
形態と同様の角度検出手段３５によって第１の筐体５２の回転角度を検出するようになっ
ている。
【０１３７】
　次に、図３４のフローチャートに基づいてテレビ機能を説明する。図３４において、ま
ず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ１６１）、操作
部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１６２）
、受話または始話を行うことができる。このときに、テレビモードはロックされる。
【０１３８】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部５７と液晶表示画面
５が正体であるので、テレビモードに移行する（ステップＳ１６３）。このテレビモード
は、図３５に示すようにテレビ放送を受像して液晶表示画面５に画像を表示するとともに
音声をスピーカ７から出力する。
【０１３９】
　また、第１の筐体５２をさらに３６０゜回転させたときに、システム制御部２１が角度
検出手段３５からの検出信号に基づいてメモリ２５やメモリカード３４にテレビ放送を録
音したり、自動的にインターネットに接続してインターネットサーバにテレビ放送を録音
する。
【０１４０】
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　また、音量を調節するキー５７ｂ、５７ｃを廃止しても良い。この場合には、選局を行
うキー５７ａが残るため、キー５７ａを押下した後、液晶表示画面５を右方向に４５゜ず
つ回転させる毎に音量を大きくし、液晶表示画面５を左方向に４５゜ずつ回転させる毎に
音量を小さくする。
【０１４１】
　また、選局を行う回動キー５７ａを廃止しても良い。この場合には、音量を調節するキ
ー５７ｂ、５７ｃが残るため、キー５７ａまたはキー５７ｂを１秒間以上押下した後、液
晶表示画面５を右方向に４５゜ずつ回転させる毎に数字が大きくなる放送局を選択し、液
晶表示画面５を左方向に４５゜ずつ回転させる毎に数字が小さくなる放送局を選択する。
【０１４２】
　また、テレビモード時に着信があったか否かを判別し（ステップＳ１６４）、着信があ
った場合には、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを判別する（ステップＳ１
６５）。ユーザが着信を受けて操作部６と液晶表示画面５を正体に戻して電話モードに切
換えると、テレビモードをロックして受話を行う（ステップＳ１６６）。
【０１４３】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１とテレビ機能との切換えを
行うことができる。
（第６の実施の形態）
　図２４、図３６乃至図３８は本発明の携帯通信端末の第６の実施の形態を示す図であり
、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１４４】
　図３６は所定の付加機能として携帯電話５１にビデオデッキ機能を付加し、第２の筐体
５３の背面にビデオデッキを操作する副操作部５８を設けたものを示している。この副操
作部５８は再生／停止／早送り／巻き戻しを指示するキー５８ａ、録音を行うキー５８ｂ
、音量を大にするキー５８ｃ、音量を小にするキー５８ｄを備えている。
【０１４５】
　図２４は携帯電話５１のシステム構成図であり、図２４において、付加機能６１として
ビデオデッキ機能が付加されており、第１の筐体５２を回転させると、第１の実施の形態
と同様の角度検出手段３５によって第１の筐体５２の回転角度を検出するようになってい
る。
【０１４６】
　次に、図３７のフローチャートに基づいてテレビ機能を説明する。図３７において、ま
ず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ１７１）、操作
部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１７２）
、受話または始話を行うことができる。このときに、テレビモードはロックされる。
【０１４７】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部５８と液晶表示画面
５が正体であるので、ビデオデッキモードに移行する（ステップＳ１７３）。このビデオ
デッキモードは、図３８に示すように自動的にインターネットに接続してインターネット
サーバから映画や音楽等の映像を再生したり、メモリ２５やメモリカード３４に録画され
ている映像を再生して液晶表示画面５に表示するとともにスピーカ７から音声を出力する
ものである。
【０１４８】
　また、副操作部５８のキー操作によって音量調節やビデオの停止／再生を行うことがで
きるが、キー５８ａを除去して軸回転によって音量調節や停止／再生を行うようにしても
良い。
【０１４９】
　この場合には、キー５８ｃまたはキー５８ｄを１秒間以上押下した後、液晶表示画面５
を右方向に１８０回転させたときにビデオ映像の停止を行い、液晶表示画面５を左方向に
１８０゜回転させる毎にビデオ映像の再生を行う。
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【０１５０】
　また、音量調節用のキー５８ｃ、５８ｄを除去しても良い。この場合には、キー５８ａ
を１秒間以上押下した後、液晶表示画面５を右方向に４５゜ずつ回転させる毎に音量を大
きくし、液晶表示画面５を左方向に４５゜ずつ回転させる毎に音量を小さくする。
【０１５１】
　また、ビデオデッキモード時に着信があったか否かを判別し（ステップＳ１７４）、着
信があった場合には、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを判別する（ステッ
プＳ１７５）。ユーザが着信を受けて操作部６と液晶表示画面５を正体に戻して電話モー
ドに切換えると、ビデオデッキモードをロックして受話を行う（ステップＳ１７６）。
【０１５２】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１とビデオデッキ機能との切
換えを行うことができる。
（第７の実施の形態）
　図２４、図３９乃至図４１は本発明の携帯通信端末の第７の実施の形態を示す図であり
、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１５３】
　図３９は所定の付加機能として携帯電話５１にナビゲーション機能を付加し、第２の筐
体５３の背面にナビゲーション機能を操作する副操作部５９を設けたものを示している。
この副操作部５９はコントロールキー５９ａ、決定キー５９ｂ、方向の指示や地図の拡大
／縮小を設定する各種キー群５９ｃを備えている。
【０１５４】
　図２４は携帯電話５１のシステム構成図であり、図２４において、付加機能６１として
ナビゲーション機能が付加されており、第１の筐体５２を回転させると、第１の実施の形
態と同様の角度検出手段３５によって第１の筐体５２の回転角度を検出するようになって
いる。
【０１５５】
　次に、図４０のフローチャートに基づいてテレビ機能を説明する。図４０において、ま
ず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ１８１）、操作
部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１８２）
、受話または始話を行うことができる。このときに、ナビゲーションモードはロックされ
る。
【０１５６】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部５９と液晶表示画面
５が正体であるので、ナビゲーションモードに移行する（ステップＳ１８３）。
【０１５７】
　このナビゲーションモードは、図４１に示すように、副操作部５９を操作して行き先を
指示して、副操作部５９の検索スイッチを押下した後、液晶表示画面５と副操作部５９が
正体した状態から液晶表示画面５を３６０゜回転させると、インターネットに自動的に接
続してインターネットから送信される地図とＧＰＳセンサによって検出される現在位置を
比較しながら案内経路を液晶表示画面５に表示したり、メモリ２５やメモリカード３４か
ら地図を読み出して、この地図とＧＰＳセンサによって検出される現在位置を比較しなが
ら案内経路を液晶表示画面５を表示する。
【０１５８】
　また、方向指示用のキーを廃止しても良い。この場合には、液晶表示画面５と副操作部
５９が正体した状態から液晶表示画面５を右側に３６０゜回転させたときに、右方向を指
示したり、液晶表示画面５を左側に３６０゜回転させたときに、左方向を指示しても良い
。また、地図の拡大／縮小を指示するキーを廃止しても良い。この場合には、液晶表示画
面５と副操作部５９が正体した状態から液晶表示画面５を右側に４５゜刻みに回転させた
ときに、地図を縮小し、液晶表示画面５を左側に４５゜刻みに回転させたときに、地図を
拡大する。
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【０１５９】
　また、ナビゲーションモード時に着信があったか否かを判別し（ステップＳ１８４）、
着信があった場合には、操作部６と液晶表示画面５が正体であるか否かを判別する（ステ
ップＳ１８５）。ユーザが着信を受けて操作部６と液晶表示画面５を正体に戻して電話モ
ードに切換えると、ナビゲーションモードをロックして受話を行う（ステップＳ１８６）
。
【０１６０】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１とナビゲーション機能との
切換えを行うことができる。なお、副操作部５９と液晶表示画面５を正体にしてナビゲー
ション機能を実行中に着信があった場合に、オフフックするとインターネットとの通信が
切断してしまうので、着信があった場合に受け付けないようにしても良い。
（第８の実施の形態）
　図２４、図４２乃至図４４は本発明の携帯通信端末の第８の実施の形態を示す図であり
、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１６１】
　本実施の形態では、図２４に示す付加機能６１として個人認証機能を携帯電話５１に付
加し、図４２に示すように第２の筐体５３の背面に個人認証機能を操作する副操作部６０
を設けたものを示している。この副操作部６０は認証キー６０ａを備えている。
【０１６２】
　本実施の形態では、角度検出手段３５からの検出手段に基づいて操作部６と液晶表示画
面５が逆体となったときに、システム制御部２１はカメラ２６によって撮像されたアイリ
ス（虹彩）とメモリ２５またはメモリカード３４、若しくはインターネットサーバに記憶
された携帯電話５１の所有者の生体的特徴データとを比較し、比較結果が一致すると、イ
ンターネットサーバに接続して個人情報の取得を許可するようになっている。
【０１６３】
　次に、図４３のフローチャートに基づいて個人認証機能を説明する。図４３において、
まず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ１９１）、操
作部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ１９２
）、受話または始話を行うことができる。このときに、個人認証モードはロックされる。
【０１６４】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部６０およびカメラ２
６と液晶表示画面５とが正体であるので、個人認証モードに移行する（ステップＳ１９３
）。
【０１６５】
　この個人認証モードに移行すると、カメラ２６によってアイリスが撮像されたか否かを
判別し（ステップＳ１９４）、アイリスが撮像された場合には、図４４に示すように、撮
像されたアイリス（虹彩）とメモリ２５またはメモリカード３４若しくはインターネット
サーバに記憶された携帯電話５１の所有者の生体的特徴データとを比較し、比較結果が一
致したか否かを判別する（ステップＳ１９５）。
【０１６６】
　ステップＳ１９５で比較結果が一致しない場合には認証不許可とし（ステップＳ１９６
）、比較結果が一致した場合には認証を許可する（ステップＳ１９７）。次いで、認証キ
ー６０ａを押下すると、インターネットサーバに接続して個人情報の取得が許可される。
【０１６７】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１と個人認証機能との切換え
を行うことができる。
（第９の実施の形態）
　図２４、図４２、図４５、図４６は本発明の携帯通信端末の第９の実施の形態を示す図
であり、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１６８】
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　本実施の形態では、図２４は付加機能６１として個人認証機能を携帯電話５１に付加し
たものであり、軸回転により暗証番号を入力するものである。
【０１６９】
　本実施の形態では、角度検出手段３５からの検出手段に基づいて軸回転の方向と回転角
度に基づいて暗証番号を入力し、システム制御部２１がメモリ２５またはメモリカード３
４にこの暗証番号を記憶するようになっている。
【０１７０】
　そして、インターネット接続を許可を受けるときに、再度、軸回転による暗証番号を入
力した後、インターネットに接続を行う。すなわち、携帯電話５１をＩＣカードとして使
用できるものである。
【０１７１】
　次に、図４５のフローチャートに基づいて個人認証機能を説明する。まず、暗証番号の
入力を行う。この暗証番号の入力に際しては、操作部６と液晶表示画面４５が逆体の状態
から右方向にｎ回転、左方向にｎ回転というように回転回数と回転方向を任意に設定して
コントロールキー６ｂを押下して決定する方法と、操作部６と液晶表示画面４５が逆体の
状態から右方向にｎ゜左方向にｎ゜というように回転角度と回転方向を任意に設定してコ
ントロールキー６ｂを押下して決定する方法がある。
【０１７２】
　システム制御部２１は角度検出手段３５からの検出情報に基づいて回転回数と回転方向
または回転角度と回転方向を判断してメモリ２５またはメモリカード３４に記憶する。
【０１７３】
　このように暗証番号が設定された携帯電話５１を用いて個人認証を行うには、図４５に
おいて、まず、操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ２０
１）、操作部６と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップ
Ｓ２０２）、受話または始話を行うことができる。
【０１７４】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、操作部６と副操作部６０が正
体となり、個人認証モードに移行する（ステップＳ２０３）。すなわち、この逆体の位置
が零点となるとともに、暗証番号入力に際しての待機状態となる。
【０１７５】
　次いで、液晶表示画面５を任意の回転回数と回転方向または回転角度と回転方向に回転
させたときに、この回転回数と回転方向または回転角度と回転方向とメモリ２５またはメ
モリカード３４に記憶された回転回数と回転方向または回転角度と回転方向を比較し、軸
回転が正常に行われたか否かを判別する（ステップＳ２０４）。
【０１７６】
　ステップＳ２０４で軸回転が正常に行われない場合には認証不許可とし（ステップＳ２
０５）、軸回転が正常に行われた場合には認証を許可する（ステップＳ２０５）。次いで
、認証キー６０ａを押下すると、図４６に示すようにインターネットサーバに接続して個
人情報の取得を許可する。また、インターネット接続以外にも、銀行のキャッシュディス
ペンサの認証やオートロックの認証等に用いても良い。
【０１７７】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１と個人認証機能との切換え
を行うことができる。
（第１０の実施の形態）
　図２４、図４７乃至図４９は本発明の携帯通信端末の第１０の実施の形態を示す図であ
り、第１の実施の形態と同様の構成には同一番号を付して説明を省略する。
【０１７８】
　図４７は所定の付加機能として携帯電話５１にバックアップ機能を付加し、第２の筐体
５３の背面にバックアップ機能を操作する副操作部６２を設けたものを示している。この
副操作部６２はコントロールキー６２ａおよび保存キー６２ｂを備えている。
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【０１７９】
　図２４は携帯電話５１のシステム構成図であり、図２４において、付加機能６１として
ナビゲーション機能が付加されており、第１の筐体５２を回転させると、第１の実施の形
態と同様の角度検出手段３５によって第１の筐体５２の回転角度を検出するようになって
いる。
【０１８０】
　次に、図４８のフローチャートに基づいてバックアップ機能を説明する。まず、
操作部６と液晶表示画面５が逆体であるか否かを判別し（ステップＳ２１１）、操作部６
と液晶表示画面５が正体である場合には、電話モードに移行し（ステップＳ２１２）、受
話または始話を行うことができる。このときに、バックアップモードはロックされる。
【０１８１】
　また、操作部６と液晶表示画面５が逆体である場合には、副操作部６２および液晶表示
画面５が正体であるので、バックアップモードに移行する（ステップＳ２１３）。
【０１８２】
　このバックアップモードに移行すると、コントロールキー６２ａを操作してバックアッ
プしたデータを指定して、保存キー６２ｂが押下されたか否かを判別し（ステップＳ２１
４）、保存キー６２ｂが押下されると、図４９に示すようにバックアップデータをインタ
ーネットサーバやメモリ２５またはメモリカード３４に記憶する。
【０１８３】
　なお、副操作部６２を液晶表示画面５が正体となった状態で着信があった場合に、第１
の筐体５２を１８０゜回転させて操作部６と液晶表示画面５を正体としたときに、バック
アップ機能を一旦停止し、オフフックできるようにしても良く、また、着信がなくとも発
信が可能な状態に設定できるようにしても良い。また、バックアップ中に着信があった場
合にはバックアップが中断するのを防止するために着信を受け付けないようにしても良い
。
【０１８４】
　以上のように本実施の形態では、ワンタッチで携帯電話５１とバックアップ機能との切
換えを行うことができる。
【０１８５】
　なお、上記各実施の形態では、携帯電話１、５１の本体の長手方向と略直交する軸に沿
って２つの筐体に分割しているが、３つ以上に分割して回転手段を介して連結し、各筐体
の回転に伴って携帯電話１、５１の所定の機能を設定するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１８６】
　本発明によれば、筐体を回転手段を介して回転することにより、操作手段を操作するこ
となく簡単な操作で所定の機能を設定することができ、操作性を向上させることができる
携帯通信端末を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１８７】
【図１】本発明の第１の実施の形態の通信端末としての携帯電話の正面図
【図２】（ａ）本発明の第１の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第１の実
施の形態の携帯電話の下面図
【図３】（ａ）本発明の第１の実施の形態の携帯電話の回転機構の断面図　（ｂ）本発明
の第１の実施の形態の携帯電話の液晶表示画面に回転角度を表示した状態を示す図　（ｃ
）本発明の第１の実施の形態の携帯電話の液晶表示画面に携帯電話の機能がキーロックで
あることを表示した状態を示す図
【図４】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のシステム構成図
【図５】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の筐体を１８０゜回転させた状態図
【図６】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のユーザ設定の処理を示すフローチャート
【図７】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のユーザ設定時の表示例を示す図
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【図８】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のキーロック／マナーモードの処理を示す
フローチャート
【図９】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の音量調整の処理を示すフローチャート
【図１０】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の階層操作の処理を示すフローチャート
【図１１】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の階層操作時の動作を示す図
【図１２】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の階層操作時の表示例を示す図
【図１３】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のメモリ保存の処理を示すフローチャー
ト
【図１４】本発明の第１の実施の形態の携帯電話で相手を撮像する状態を示す図
【図１５】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の相手撮りのカメラモードの処理を示す
フローチャート
【図１６】本発明の第１の実施の形態の携帯電話で自分を撮像する状態を示す図
【図１７】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の自分撮りのカメラモードの処理を示す
フローチャート
【図１８】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のカメラモード時の利用可能機能を示す
図
【図１９】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のインターネット接続の処理を示すフロ
ーチャート
【図２０】本発明の第１の実施の形態の携帯電話のメール送信モードの処理を示すフロー
チャート
【図２１】本発明の第１の実施の形態の携帯電話の無線インターフェースの位置を示す図
【図２２】（ａ）本発明の第２の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第２の
実施の形態の携帯電話の背面図
【図２３】本発明の第２の実施の形態の携帯電話の第２の実施の筐体を正体位置から１８
０゜回転させた状態図
【図２４】本発明の第２乃至第１０の実施の形態の携帯電話のシステム構成図
【図２５】本発明の第２の実施の形態の携帯電話のオーディオプレーヤ機能の処理を示す
フローチャート
【図２６】本発明の第２の実施の形態の携帯電話をオーディオプレーヤとして使用すると
きの利用可能機能の説明図
【図２７】（ａ）本発明の第３の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第３の
実施の形態の携帯電話の背面図
【図２８】本発明の第３の実施の形態の携帯電話のカメラ機能／オーディオプレーヤ機能
の処理を示すフローチャート
【図２９】本発明の第３の実施の形態の携帯電話のカメラモードの処理を示すフローチャ
ート
【図３０】（ａ）本発明の第４の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第４の
実施の形態の携帯電話の背面図
【図３１】本発明の第４の実施の形態の携帯電話のラジオ機能の処理を示すフローチャー
ト
【図３２】本発明の第４の実施の形態の携帯電話をラジオとして使用するときの利用可能
機能の説明図
【図３３】（ａ）本発明の第５の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第４の
実施の形態の携帯電話の背面図
【図３４】本発明の第５の実施の形態の携帯電話のテレビ機能の処理を示すフローチャー
ト
【図３５】本発明の第５の実施の形態の携帯電話をラジオとして使用するときの利用可能
機能の説明図
【図３６】（ａ）本発明の第６の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第６の
実施の形態の携帯電話の背面図
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【図３７】本発明の第６の実施の形態の携帯電話のビデオデッキ機能の処理を示すフロー
チャート
【図３８】本発明の第６の実施の形態の携帯電話をビデオデッキとして使用するときの利
用可能機能の説明図
【図３９】（ａ）本発明の第７の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第７の
実施の形態の携帯電話の背面図
【図４０】本発明の第７の実施の形態の携帯電話のナビゲーション機能の処理を示すフロ
ーチャート
【図４１】本発明の第７の実施の形態の携帯電話をナビゲーションとして使用するときの
利用可能機能の説明図
【図４２】（ａ）本発明の第８の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第８の
実施の形態の携帯電話の背面図
【図４３】本発明の第８の実施の形態の携帯電話の個人認証機能の処理を示すフローチャ
ート
【図４４】本発明の第８の実施の形態の携帯電話を個人認証として使用するときの利用可
能機能の説明図
【図４５】本発明の第９の実施の形態の携帯電話の個人認証の処理を示すフローチャート
【図４６】本発明の第９の実施の形態の携帯電話をラジオとして使用するときの利用可能
機能の説明図
【図４７】（ａ）本発明の第１０の実施の形態の携帯電話の正面図　（ｂ）本発明の第１
０の実施の形態の携帯電話の背面図
【図４８】本発明の第１０の実施の形態の携帯電話のバックアップ機能の処理を示すフロ
ーチャート
【図４９】本発明の第１０の実施の形態の携帯電話をバックアップ装置として使用すると
きの利用可能機能の説明図
【符号の説明】
【０１８８】
　１　５１　携帯電話
　２、５２　第１の筐体
　２ａ　回転軸
　３　５３　第２の筐体
　３ａ　溝部
　４　　回転手段
　５、４５　液晶表示画面
　６　　操作部
　６ａ　メールキー
　６ｂ　コントロールキー
　６ｃ　電話帳キー
　６ｄ　オフフックキー
　６ｅ　オンフックキー
　６ｆ　テンキー
　７　　スピーカ
　８　　マイク
　１１　端子
　１２　端子
　２１　システム制御部
　２２　ＲＡＭ
　２３　ＲＯＭ
　２４　通信制御部
　２５　メモリ
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　２６　カメラ
　２７　表示部
　２９　バッテリー
　３２　バイブレータ
　３３　外部メモリインターフェース
　３４　メモリカード
　３５　角度検出手段
　３６　通信回線
　５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６２　副操作部
　５４ａ、５５ａ　５８ａ　再生／停止／早送り／巻き戻しを指示するキー
　５４ｂ、５５ｂ、５７ｂ、５８ｃ　音量を大にするキー
　５４ｃ、５５ｃ、５７ｃ、５８ｄ　音量を小にするキー
　５６ａ　チューニング用の回動キー
　５６ｂ　音量を調整する回動キー
　５７ａ　選局用のキー
　５８ｂ　録音を行うキー
　５９、６２ａ　コントロールキー
　５９ｂ　決定キー
　５９ｃ　地図の拡大／縮小を設定する各種キー群
　６０ａ　認証キー
　６１　付加機能
　６２ｂ　保存キー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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